
平成２４年度 行政評価　　　　施策カルテ（平成２０～２３）

政策名
（基本施策名）

１　施策の取組状況
達成率

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H23

基準年 実績 実績 実績 実績 見込み H24見通し

72 74 76 78 80 145.0%

69 78 79 91 116 95 118.8%

H20 H21 H22 H23

重要度 15.6 69.6 68.7 73.3 ％

満足度 19.3 12.4 17.1 23.2 ％

２　重点事業の進捗状況

前期 後期

３　施策を構成する事務事業の活動指標

H20 H21 H22 H23 H24

実績 実績 実績 実績

728 695 587 558 552

637 551 558 511

5 5 2 2 2

5 4 2 2

136 136 136 136 136

135 112 129 78

2

再掲

事業名

奨学金貸付事業

宇都宮大学教育学部連携事業負担金

市民大学運営協議会交付金

1

― 継続
より多くの市民の学習機会と交流機会の創出を図るとともに，地域教育
推進の視点を取り入れながら，講座内容をより充実したものにしていく。

A 継続

経済的理由による修学困難者への支援は今後も必要であり，奨学金貸
付は事業手法として効果が高いことから，継続して事業を実施していく。
また，奨学金の貸付を必要としている者が貸付を受けられるよう，更な
る制度周知に努めていく。

B 縮小

負担金の予算削減により経費面で縮小となったが，事業実施にあたっ
ては，学生や現職教員の資質向上・地域教育力の向上を図るため，今
後も市教委と宇大教育学部それぞれの特性を生かしながら，相互連携
の充実・強化に努めていく。

対象者

事　　業　　名

開始
年度

活動指標等

指標の数値（上段：目標値，下段：実績値）

№

・市民が自己実現を図るために必要な高度で専門的な学習機
会や場が充実するよう，奨学金の貸付額の増額や募集期間の
延長，更に市内大学と連携を図り，公開講座数の増加などの取
組を進めている。

市内８大学の公開講座数

課
題

◆奨学金貸付事業については，奨学金を必要としている者が，貸付を受けられるよう積極的にＰＲしていく必要がある。
◆リカレント教育については，市内８大学や大学コンソーシアムとちぎなどとの連携を強化し，公開講座等の充実を図っていく
必要がある。

⑧　高校・高等教育の充実

施策指標の実績とＨ２４末の見通し
指標の
達成率

施　策　指　標　等
（最上段が，総合計画に基づく指標）

Ⅱ 市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために ２　信頼される学校教育を推進する 施策名

主要な取組内容

政策
の柱

数

経済的な理
由により，
高校，大学
等に修学が
困難な者な

ど

Ｓ４３ 当該年度の貸付者数

145.0%

◆市内８大学の公開講座数は年々増加傾向にあり，平成２３
年度には目標値の８０講座を超える１１６講座が実施されてい
る。
⇒今後も高度で専門的な学習機会の充実を目指し，市内大
学と連携を強化し，公開講座の充実や更なる講座数の増加に
努めていく。

事業の進捗状況とH24末の見通し

重点度
（Ａ～Ｃ）
※施策目標に
対する寄与度

事業の
方向性

市内在住，
在勤，在学
の者など

Ｈ５ 講座実施回数 回
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単位

市民意識調査（重要度・満足度）

総合計画記載頁

指標の数値（上段：目標値，下段：実績値）

施策主管課 教育企画課

小中学校教
員，市職員 Ｈ１８ 連携協議会（運営協議会）開催回数 回

人

課題

単位

スケジュール

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針


